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文責：校長 大内雅之

「挑戦状でみんなを楽しませよう委員会」スタート
～自分たちで考え 自分たちで運営～

「校長先生からの挑戦状の問題を作ってみたい」
として５年生が立ち上げた委員会が「挑戦状でみん
なを楽しませよう委員会」として正式スタートしま
す。学校だよりで紹介したところあっという間にや
りたいメンバーが学年を越えて集まってきました。
そこで、４日、メンバーが校長室に集まり、委員会
の名前や活動の仕方など話し合いました。まだまだ
募集中ということですので、興味のある子はメンバ
ーのところに行って「入りたい」と伝えてください。）
私が問題を集め、学校だよりで紹介するというこ

ともできますが、「大人の力をできるだけ借りず自
分たちの力で活動する、生きる力のある子」を目指
して、問題の作成や答え合わせ、メンバーの集約も
やりたいと言って集まったメンバーでやってもらうことにしました。
うまくいくかどうかは分かりません。失敗もすることがあるでしょう。続かないかもしれませ

ん。でも、自己責任の中での経験は、必ず心に大きなもの残してくれると信じています。
「がんばれ、がんばれ！！」学年の枠を超え、活動が広がっていくことを期待しています。第１
号発行ももうすぐのようです。お楽しみに。
【挑戦状でみんなを楽しませよう委員会メンバー（11／4現在）】
委 員 長 福馬 広夢（５年）
副委員長 楠 蒼輔（５年）
委 員 桑原 光／赤塚 康介

古川 愼悠／佐藤 瑠空
高橋 優斗／天野 駆（５年）
高橋 優之（３年）
大内総一郎（２年）

ハロウィンじゃんけん開催
～集会委員会の＋α企画～

児童会の集会委員会が１０月２９日の朝の時間を使って「ハロウィン
じゃんけん」を行ってくれました。これは、集会委員会が「ハロウィン
にちなんで学校での楽しい企画を・・・」と考え実行してくれたもので
した。仮装した集会委員が各クラスを回り、じゃんけんをして勝ち残っ
た人にハロウィンカードをあげるというものでした。朝の短い時間でし
たが、とっても楽しい時間となりました。
「自分たちの力で学校をより『楽しいもの』にしていく」
前向きなエネルギーに満ちた北小になっていってほしいと願っています。

 

輝け！北っ子！


